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まちなか安心自転車レーン整備費
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担当名:担当名:交通事故緊急対策担当

交通安全施設等整備事業の推進に係る法律

道路法 010402　交通安全対策の推進
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決定額 218,500218,500

前年額 250,000250,000
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250,000250,000
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まちなか安心自転車レーン推進費

１　事業の概要

　県内では、歩行者と自転車の接触する事故件数が増加

している。

　本事業では、駅前など通勤・通学の利用者が多い道路

について、自転車の通行位置を明確にする自転車レーン

を整備し、車道左側の安全な自転車通行空間を確保す

る。

（１）まちなか安心自転車レーン整備　　218,500千円

２　事業主体及び負担区分

　（県１０／１０）

　社会資本整備総合交付金事業分

　（国５.５／１０・県４．５／１０）

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×1.1人＝10,450千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　　まちなか安心自転車レーン整備
　　　車道端部の排水構造を見直すなどして、平坦な路面を確保した自転車レーンを整備する。

（２）事業計画
　　　平成２５年度から平成２７年度までに３０箇所について自転車レーンの整備を行う。
　　　平成２６年度　鴻巣停車場線（鴻巣駅）外１２箇所

（３）事業効果
　　　駅周辺道路の歩道部では、歩行者と自転車が混在している。このような状況のなか、歩行者と自転車
　　の接触事故件数は１０年前と比較し、約１．７倍に増加している。
　　　このため、駅前など自転車利用者が多い箇所を中心に自転車レーンの整備により自転車の車道左側通行を促進し、
　　自転車、歩行者など道路利用者の安全を確保する。

(単位：千円)
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